
 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2024年度 

Ｎｏ．２１ 

２０２４年９月１３日 日本鉄道労働組合連合会 
 

ＪＲ連合への総結集と労使の信頼関係構築に全力をあげ、 

安全・安心で将来に希望が持てるＪＲグループを創造しよう！ 

ＪＲグループ労組連絡会は８月 26日、京都市内で第 32回総会を開催し、向こう１年間の活動方針

を決定するとともに、新年度の活動を牽引する幹事会体制を確立した。 

総会の冒頭であいさつした奥村敬弥代表幹事（ＪＲ東海連合・東海交

通事業労組）は、労働組合が強いリーダーシップを発揮して反転攻勢に

取り組んだ１年間を振り返り、24春闘では強固な労使関係の下で議論を

尽くした結果、大きな成果を獲得できたものの、他産別と比べると低位

にあり、一層の取り組みが必要との認識を示した。また、グループ労組

が訴えてきた建設業 2024年問題では、建設業法の改正にＪＲグループ労

組連絡会の主張が盛り込まれ、ＪＲ連合だからこそ実現できた成果だと

強調した。その上で、安全確立、労働条件の改善、組織強化・拡大に対する所見を述べた。 

来賓としてＪＲ連合から荻山市朗会長、宮野勇馬企画局長、石川敏也産業政

策局長、ＪＲ西日本連合から上村良成議長（ＪＲ西労組・中央執行委員長）、交

運共済から本田雅明専務理事が出席し、それぞれから激励のあいさつを受けた。

荻山会長は、安全確立や労働政策など直近のＪＲ連合の動向を紹介するととも

に、厚生労働省の有識者研究会において検討が進められている労働基準関係法

制の見直しに対して、労働組合を軽視するような法改正ではなく、経営側との

対等性や独立性を担保し労働組

合結成につながる仕組みが必要との考えを示した。 

総会の途中では、業種別の９つの分科会に分かれて

「2024春闘の成果と課題」「過半数代表制の職場点検」

「分科会特有の課題解決と分科会活動の活性化」のテ

ーマに沿った分科会別討議を実施。各分科会からは、人

財不足への対応、中途採用や高年齢者の待遇改善、適正

契約の推進、短時間労働者など組合員範囲の拡大、企業再編に伴う労働組合再編の取り組みなど、様々

な意見が報告された。 

総会の議事では、住吉一家事務局長（ＪＲ連合・労働

政策局長）が提起した活動方針等を満場一致で決定す

るとともに、幹事会の選出では全員が再任した。 

最後に、奥村代表幹事の力強い団結がんばろうによ

り総会を締めくくり、新年度の活動をスタートした。 


